
【回答者：町長】 

 

 

［提案等の内容］ 

主題：「牧橋」について 

内容： 平成 23 年 6 月に一度「牧橋」拡張と補強などについてご回答をいただき

ましたが、今現在道幅は狭いままで道路の凸凹も酷いままです。優先度が低いの

であろうということは理解いたしましたが、こちらの話は少しでも進んでいるの

でしょうか。金額的な面で時間はかかるでしょうが、何時までに何をするか、と

いうところが町民や出身者から全く見えないので不安です。 

 

（２０歳代 男性） 

 

［回 答］ 

現在、本町におきましては、町道に架かる橋梁について点検を実施し橋梁長寿

命化修繕計画を立てたところであり、計画に基づき緊急度の高い橋梁から補修・

補強工事等を実施しています。 

  ご指摘の牧橋については、1 級町道にかかる橋梁であり、幅員が狭く牧集落側

の取り付け勾配が急であることなどから、補強で無く架け替えを視野に入れて検

討しているところです。 

  町では、現在、小学校新築事業や道の駅の新販売力強化施設整備事業、保育所

の新築事業など多くの大型事業を計画しており、本橋梁の整備スケジュールを現

時点でお示しできる状況にありませんのでご理解願います。 

 

（平成２６年６月２日公表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

［提案等の内容］ 

 

主題： 町の宣伝に関して 

内容：「よりっせ」の向かい側、ガソリンスタンド横に古いパチンコ店の建物だけ

残っている場所があります。あの場所に「よりっせ」別館や「こゆりちゃんグッ

ズ専門店」など、町をアピールするための施設は作れないものでしょうか。現在

「よりっせ」ではこゆりちゃんに関する売り物が隅にちょこっとあるだけで、せ

っかくのイメージキャラクターが町の宣伝に反映出来ていないように思います。 

もし町役場ではなくよりっせに伝えてほしいということであれば、適した連絡

先（HP、メールなど）をご紹介いただければと存じます。 

 

（２０歳代 男性） 

 

［回 答］ 

現在町では、道の駅「にしあいづ」にあります交流物産館「よりっせ」の隣接

地に農林産物の直売所をはじめ、地域の食材を使用した飲食テナントが入居でき

るような施設の整備を検討しており、平成 28 年度中のオープンを目指していま

す。 

  新しい施設のオープン後の交流物産館「よりっせ」については、町の名所や旧

跡、見所の情報を提供する観光 PRコーナーを設置し、町の PRに努めて行きたい

と考えており、これに併せてこゆりちゃんコーナーの充実も図ってまいります。 

  ご提案いただきました場所については、道の駅が混雑している時の臨時駐車場

として利活用を検討しています。 

 

（平成２６年６月２日公表） 

 



 

 

［提案等の内容］ 

主題： 消防の行事について 

内容： 消防の行事の多さをもっともっと減らしてもらうように要望します。自分

も消防団に加入して活動していますが、必要以上に活動が多いと感じます。有事

の際に活動するのはもちろん必要に決まっていますが、出初め・春・秋の検閲・

機械器具点検・他にも上げればかなりあると思います。貴重な日曜日を年間何日

も拘束されてまで、出初め・検閲をやらねばならないのはどうかと思います。早

朝から出て、途中の空き時間がかなりあり、暇だれの時間がかなり無駄だと思い

ます。時代が変わってきたのだから、消防の行事のやり方だってもっと効率良く

必要な事だけをやるべきだと思います。  

貴重な日曜日を消防の行進に取られるくらいなら、消防辞めたいです。が、地

域にいる以上、辞めるわけにもいかず…。  

民友の表彰受けたそうで、また記念事業やるような予算を組まれたみたいです

が、無駄遣いとしか思えません。その事業のお金で冬用の防寒の消防長靴買って

もらった方が団員はありがたいと思います。記念事業やるべきか団員にアンケー

ト取って下さい。  

お願いですから、消防の行事の負担減らして下さい。長々な文章すいません。

役場の方がみんな目を通すから回答に時間がかかるのかもしれませんが、あまり

にも回答が遅いんで早目の回答をお願いします。 

（３０歳代 男性） 

 

［回 答］ 

消防団活動に対する貴重なご意見ありがとうございます。消防活動を通してい

ろんな体験をされておられますが、特に勤めの方には日曜日が拘束されてしまう

ことには、大変申し訳なく思います。ご承知のように、消防団という特殊な業務

は日ごろの訓練を通して、規律やポンプの操作、点検、一朝有事の際の作業分担、

指揮命令など、迅速且つ効率的に任務を遂行するため、必要な活動が求められて

いるものと思います。お質しの行事の簡素化等については、時代に即応した内容

を検討することは必要と思います。一方で、頻繁に発生する自然災害などに機敏

に対応することもあり、地域防災訓練など新たに取り組んでいるところです。                                         

また、今回の福島民友旗受賞は、長年消防団活動をしてこられた消防団員にと

っては最高の栄誉であり、町にとっても誇りでありますので、記念事業の実施に

ついてはご理解を賜りたいと存じます。 

なお、消防団に対する装備や被服などについては、年次計画で対応しておりま

すので、必要な装備品がありましたら幹部会等で提案していただきたいと存じま

す。 

（平成２６年６月２日公表） 


